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研究成果の概要（和文）：玄奘の『大唐西域記』ヴァラビーの項にある「堅慧」を註釈家スティラマティおよび
中国唯識教学・日本法相教学の安慧と混同したいきさつを辿り、この三者が別人であることを解明した。誤解の
発端は玄奘の弟子窺基が玄奘の漢訳「堅慧」を「安慧」と言い換え、しかも註釈家スティラマティと結びつけて
しまうのに十分な情報を盛り込んだことにある。現代の仏教史を描くに当たって、日本の江戸時代の研究で華厳
教学系統の「堅慧」とこの「安慧」とを混同し、ヨーロッパ仏教学にも影響し、三者が同一人物とされることに
なったことを突き止めることができた。

研究成果の概要（英文）：We traced the circumstances whereby Jianhui 堅慧 mentioned in the section on
 Valabhi; in the Da Tang xiyuji 大唐西域記 by Xuanzang 玄奘 came to be confused with the commentator
 Sthiramati and with Anhui 安慧 known in Chinese Faxiang 法相 (Vijnanavada) doctrine and Japanese 
Hosso 法相 doctrine, and we ascertained that these were three separate individuals. The origin of 
the above misunderstanding lay in the fact that Xuanzang’s disciple Kuiji 窺基 changed the Chinese 
equivalent “Jianhui” used by Xuanzang to “Anhui” and, moreover, provided sufficient information 
to link him to the commentator Sthiramati. We were able to determine that in research conducted in 
Japan during the Edo period this Anhui was confused with the Jianhui known in Kegon (Huayan) 華嚴 
doctrine, which then also had an influence on Buddhist studies in Europe, and consequently in 
histories of Buddhism written in the modern period these three figures came to be regarded as one 
and the same person.

研究分野：瑜伽行唯識思想

キーワード： スティラマティ　安慧　堅慧　中国唯識教学　日本法相教学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
従来仏教史の中で瑜伽行唯識思想の歴史的成立過程などが玄奘の『大唐西域記』など中国の報告書や中国唯識教
学・日本法相教学の伝える伝承によって描写されてきた。しかし、新たなサンスクリット語写本の発見も手伝
い、再度サンスクリット語原典を注意深く吟味する中で、これまでの考え方が通用しなくなってきていた。本研
究ではその中から安慧を取り上げた。従来、註釈家スティラマティとヴァラビーのスティラマティ、その漢訳
「堅慧」「安慧」が同一人物とされてきたが、原典を吟味した結果、それぞれ別人であることを解明した。従来
の仏教史を根本から書き直す証拠を提示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 平川彰 1979『インド仏教史』下巻 pp.228-250 で述べられている安慧の情報がこれまでの仏

教史の常識であった。ところが唯識理論の歴史的推移からすると『中辺分別論』『唯識三十頌』

のスティラマティの註釈書に見られる内容が、チベット語訳のみに残る『大乗荘厳経論』のステ

ィラマティの註釈書に見られる内容と大きく異なっていることを代表者は見出した。前者が玄

奘より以前であるのに対して後者は玄奘と同時代かそれ以降でなければ知り得ない理論内容を

もっていることが根拠であった。そこで基盤研究 B「スティラマティ（安慧・堅慧）の思想の総

合的研究」（平成 25 年度～平成 28 年度）を獲得し、「註釈家スティラマティは一人か？」とし

て学会発表と論文発表を端緒に、当テーマに関心を寄せる研究者達と共同研究をおこなった。 

その結果近年スティラマティに帰される諸文献の梵文写本の発見により『中辺分別論』『唯識

三十頌』の注釈書だけでなく『五縕論』『倶舎論』の註釈書の用語法を含め様々な観点から同一

人物の著作である可能性が高いのに対し、上記『大乗荘厳経論』の註釈書が後代であることが国

内外のスティラマティ研究者の認知するところとなった。 

すると従来のヴァラビーのスティラマティが法相教学の安慧と同一人物で、しかも世親

（Vasubandhu）の著作に註釈を書いたという学説はどこから興り、どのように継承されたかを

まずは検証する必要が出てきた。 

本研究は当学説の起源が、『大唐西域記』の伐臘毘国（＝ヴァラビー）に玄奘が記した「堅慧」

を Sthiramati として欧州の研究者達が定着させたことにあると睨み、そこから吟味検証を始める

ことにした。『大唐西域記』は Stanislas Julien が 1857-58 年に初めて仏訳し、次いでインド・グ

ジャラート州ヴァラビー出土の銅板碑文に Sthiramati の名があり寺院を建立したとあったこと

から、これを見た Bühler は 1877 年発行の The Indian Antiquary,vol.VI, pp9-10 で” The Sthiramati 

mentioned in our grants and by Hiwen Thsang is, no doubt, the famous pupil of Vasubandhu, who 

composed commentaries on the writings of his master”と述べた。1884 年発行の Samuel Beal『大唐

西域記』英訳 vol.2,p.268 でははっきりと「堅慧」を Sthiramati と訳し、註 76 を付して Vasubandhu

（世親）の著作に多くの註釈を書いた人物と書いている。その註に南條文雄の名がある。南條は

当時オックスフォード大学など欧州にいたことが判っている。つまり欧州では、玄奘がわざわざ

「安慧」ではなく「堅慧」と記した人物を、法相教学で正当説を唱える論師「護法」と最も対立

する「安慧」と同一人物とし、ヴァラビーには徳慧とともにいた人物に違いないと決定づけた。

これによって註釈家スティラマティと法相教学の安慧とヴァラビーの堅慧が同一人物であるこ

とが揺るぎないものとなった。そこで『大唐西域記』を受け継ぐ『慈恩伝』などの玄奘の他の紀

行文のヴァラビーの箇所に何故玄奘がその名すら記さなかったのかを検証する必要がある。 

チベットの伝承「Blo brtan」も中国の伝承「安慧」もナーランダーの学匠としては共通してい

る。ならば玄奘がヴァラビーの箇所に「安慧」ではなく「堅慧」と記したのには理由があるはず

である。これを[1]として検証する。 

 唯識中観の諸論師の相互引用、相互批判が安慧の『大乗中観釈論』、清弁の『般若灯論釈』と

観誓の疏、および護法の『大乗広百論釈論』に見られることなどを根拠に安慧、清弁、護法の年

代が設定された。護法の著作はすべて漢訳のみである。しかも唯識教学の現在の研究成果から、

護法が早世し一歳年上の戒賢が継いだ伝承など、彼の伝記は信憑性が疑わしい。チベット語訳と

対比すると漢訳『般若灯論釈』には誤訳が多い。その副註釈である観誓のチベット語訳に「Blo 

brtan」とあり、これが「安慧」であるとして議論が進んだ。『大乗中観釈論』は宋代の訳で、羅

什訳や玄奘訳にない漢文解釈が必要な上、インド・チベットの中観派の思想との対比および唯識

教学・法相教学との対比をしながら内容の解析をする必要であることが先の基盤研究 B の中で



明らかになった。そこで本研究では中観派と両教学を専門とするチームで解読を進める。また梵

文の回収できる『中辺分別論』『唯識三十頌』『五縕論』『倶舎論』のスティラマティ釈は内容

の類似、文章の類似など様々な観点からほぼ同一人物であると見なされることが優勢になって

いる。一方、チベット語訳者が十分に原文を理解できなかったと自白する『大乗荘厳経論』ステ

ィラマティ釈には、玄奘訳『仏地経論』以降にしか見られない両教学の「八識と四智の結合関係」

「五性各別」がはっきりと見られることから、先のスティラマティとは別人と考えられる。その

上で[2]として『大乗中観釈論』の安慧と上記両スティラマティとの思想内容の相互関係を吟味

検証する。 

唯識教学・法相教学の研究は現在かなりの進歩を遂げ、「安難陳護一二三四」「五性各別」に

とどまらず、以前とは比較にならない程の研究成果がもたらされている。真諦が安慧を継承する

という伝承に信憑性がないことも、伝承の起源に遡ってかなりはっきりしている。こうした成果

をもって、[3]として唯識教学・法相教学の伝える「安慧」像がどのようにしてできあがったかを

吟味検証し、註釈家スティラマティと安慧を比較検討する。 

 

２．研究の目的 

上記のような学界での瑜伽行唯識思想史の常識のなかで、特に瑜伽行唯識思想を扱うインド

のサンスクリット語原典や銅板碑文などインスクリプションおよびそれ以外の資料を注意深く

見直すことで、従来の考え方で書かれた仏教史の中の瑜伽行唯識思想の歴史を根本から吟味検

証する。その検証結果に基づいて上記の三つのポイントを中心に考察して行く。[1]玄奘自身が

『大唐西域記』のなかでヴァラビーの銅板碑文に登場する Sthiramati を安慧と漢訳せずに、わ

ざわざ堅慧と漢訳したのは何故かの理由を究明し、玄奘自身はヴァラビーに登場する Sthiramati

がナーランダーで活躍し玄奘の弟子窺基が安慧として『大乗阿毘達磨雑集論』の編者と記録し

た人物とは別人であると見做していた可能性が高いと考えられること、[2]梵文校訂諸テキスト

の内容と用語法などから瑜伽行唯識思想を扱う論書に註釈を書いた註釈家 Sthiramati と『大乗

荘厳経論』に註釈を書いた註釈家スティラマティが別人の可能性が高いこと、[3] インド文献に

遡れない法相教学の伝える安難陳護一二三四などの説がどのように造り上げられたかを究明し

て行く。さらに余裕があれば、現在の仏教史の中では真諦（Paramārtha）がヴァラビーの安慧

（Sthiramati）を継ぐ人物との伝説がいつ頃どこでどのように創り上げられたかも含めて、総合

的に検証し解明することを研究の目的とした。 

 
３．研究の方法 
 上記の三つの考察を進めるに当たって、以下のような方法を用いた。 

 [1] 欧州の研究者は、玄奘が「安慧」ではなく「堅慧」と『大唐西域記』のヴァラビーの箇所

に記録した意図に顧慮したのかを吟味する。彼らへの法相教学の影響についても検証する。ヴァ

ラビー出土の銅板碑文に関する研究は塚本啓祥や Njammasch の研究に至るまで現地調査をせず

に、過去の報告を鵜呑みにして継承した研究に他ならないか否かを吟味する。チベットの『ター

ラナータ仏教史』などの伝承も加え、玄奘の報告を唯識教学・法相教学の研究成果を踏まえた上

で、考古学や美術史などの資料を加えると、ナーランダーと並び称される僧院がヴァラビーに存

在した可能性が低いことがわかる。そこで『大唐西域記』などの報告が、玄奘が現地を訪れたこ

とによるのか、他からの情報のみに基づくのかを検証する。その上で銅板碑文にある Sthiramati

という僧の存在を玄奘が知った上で、あえて「安慧」ではなく「堅慧」としたことの意図を解明

する。 

 [2]転依思想（四智と八識の結合関係）、五性各別にとどまらず、これまでの研究で『中辺分別



論』『唯識三十頌』『五縕論』『倶舎論』の註釈書に見出される思想の歴史的位置づけが『大乗

荘厳経論』の註釈書のものより古いことは指摘できるのだが、さらに多くの情報を集める。これ

を継続し、さらに『大乗中観釈論』の解読を進め、清弁、護法、陳那などとの相互関係を再吟味

し、時代的に開きがある上記両註釈家との関係を、かなりの精度で明確にする。 

[3]唯識教学・法相教学の研究者が現在到達した結果を、中国哲学や、中国ないし日本の社会情

勢や思想の歴史的分析に照らして、唯識教学・法相教学の伝承する「安慧」をインド仏教の思想

史の中で吟味し、個々の伝承等の信憑性を一つ一つ検証する。 

 

４．研究成果 

本研究で目指した上記三つについて、ほぼすべてに亘って研究成果を出すことができたのに

加え、余裕があればとしたヴァラビーの安慧を継承するのが真諦であるとする伝承が、日本の江

戸時代の華厳教学系統の堅慧と玄奘の堅慧とを混同したことに起因する可能性が極めて高いと

いう結果にもたどり着くことができた。その成果は最終的に‘Was There Really Only One 

Commentator Named Sthiramati?’, in『哲学・思想論集』第４５号(Studiens in Philosophy No.45)（筑

波大学 哲学・思想専攻）筑波、2020,3. pp.39-61.と‘Was Sthiramati of Valabhī the Same Person as 

the Commentator Sthiramati?’, ,in Saṃbhāṣā (Nagoya Studies in Indian Colture and Buddhism) 36, 

2020), pp.91-108.において公にした。全体像は以下の通りである。 

 [1] 特に Bühler をはじめとする欧州の研究者は、玄奘が「安慧」ではなく「堅慧」と『大唐西

域記』のヴァラビーの箇所に記録した意図を十分に顧慮したとは言えず、そのためにヴァラビー

の Sthiramati が註釈家スティラマティおよび中国唯識教学・日本法相教学の安慧と同一人物であ

ると信じ込んで仏教史を創り上げたことが明確になった。 

ヴァラビー出土の銅板碑文に関する研究についても Bühler 以降、塚本啓祥や Njammasch の研

究に至るまで現地調査を十分にせずに、過去の報告を継承した研究に他ならない。代表者は西イ

ンドの現ヴァラビープルの現地調査に加え、同じく銅板碑文が多く出土している東インドのオ

リッサ地方やアマラバティーなどの現地調査を行い、考古学や美術史などの報告とも見比べる

ことで、玄奘の『大唐西域記』における西インドの報告についての信頼性に疑問な点が多く、そ

のまま記録を鵜呑みにして仏教史に反映させるべきでないことを強く感じ取った。チベットの

『ターラナータ仏教史』などの伝承も加え、玄奘の報告を唯識教学・法相教学の研究成果を踏ま

えた上で、重ねて考古学や美術史などの資料を加えると、ナーランダーと並び称される僧院がヴ

ァラビーに存在した可能性が低いことがわかる。このような研究結果に基づくと『大唐西域記』

などのヴァラビーに関する報告があるからと言って、玄奘が実際に現地を訪れたという可能性

が低いと思われ、逆に玄奘以前の記録や玄奘が収集した他からの情報に基づいて『大唐西域記』

西インド部分を記述した可能性が高いことが判った。その上で銅板碑文にある Sthiramati とい

う僧の存在を玄奘が知った上で、ヴァラビーの部分にあえて「安慧」と漢訳せず「堅慧」と漢訳

した意図を感じる。しかしその後玄奘の弟子窺基は玄奘が「堅慧」と漢訳した人物を、わざわざ

「安慧」と漢訳し直し、加えて玄奘が一切語らなかった人物像を加えたことも判った。これが原

因となって、その後の中国唯識教学・日本法相教学における安慧像が描かれ、しかもヴァラビー

の安慧と同一人物であるという常識ができあがってしまったことが明確になった。 

 [2]転依思想（四智と八識の結合関係）、五性各別にとどまらず、これまでの研究で『中辺分別

論』『唯識三十頌』『五縕論』『倶舎論』の註釈書に見出される思想の歴史的位置づけが『大乗

荘厳経論』の註釈書のものより古いことは指摘できるのだが、さらに多くの情報を集める。これ

を継続し、さらに『大乗中観釈論』の解読を進め、清弁、護法、陳那などとの相互関係を再吟味



し、時代的に開きがある上記両註釈家との関係を、かなりの精度で明確にはなってきたものの、

さらに文献内容の吟味を続け、より精度を高める必要性が浮き彫りになった。 

[3]唯識教学・法相教学の研究者が現在到達した結果を、中国哲学や、中国ないし日本の社会情

勢や思想の歴史的分析に照らして、唯識教学・法相教学の伝承する「安慧」をインド仏教の思想

史の中で吟味するなかで、先にも述べたように、ヴァラビーのスティラマティが註釈家スティラ

マティと同一人物であることは Bühler にはじめる銅板碑文の解釈によることは示したとおりで

ある。 

余裕があればとした考察に中国唯識教学に先行する摂論宗の思想を基礎づけることになった

『摂大乗論』の翻訳者真諦がヴァラビーのスティラマティの漢訳安慧の思想を継承したとする

伝承の出所は、次のように推測されることが判った。 

江戸時代の普寂が『顕揚正法復古集』の中に「馬鳴・堅慧二大士則説如来蔵」（大日本仏教全

書 29、177c）と記していることから普寂が「堅慧」を『宝性論』の著者として如来蔵の思想家

に位置づけたということは、浄土宗の普寂が華厳教学の系統を継いでいることを示している。日

本では、華厳宗の「堅慧」と法相宗の「安慧」とが区別されずに、あるいは混同して、新たな展

開を見せたと考えられる。つまり「安慧」は如来蔵思想をもち、Valabhī で活躍した人物と解釈

され、真諦訳『摂大乗論』が多分に中国的如来蔵思想に傾斜した解釈を持つことによって、玄奘

以前の唯識解釈の基礎を築いた人物である真諦は「あのヴァラビーの安慧」を継承したに違いな

いとの評価が芽生え、その後明治時代に西欧からの仏教学が輸入されるにいたって、ヨーロッパ

に留学した日本人研究者によってヨーロッパ仏教学にもその影響がもたらされ、その後の仏教

学としてもヴァラビーのスティラマティ、註釈家スティラマティ、中国唯識教学・日本法相教学

の安慧が同一人物であることが確信され、さらにヴァラビーの安慧を真諦が継承したという伝

承が定着してしまったと見なすことが可能である。こうした歴史的経緯の中で複数のスティラ

マティが同一人物として混同されたことがかなり明確になったことが、本研究の成果である。 
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